
論

子
ど
も
の
虐
待
の
先
決

指
数
と
し
て
の
失
業
率

１
．
虐
待

の
現
状
と
社
会
的

コ
ス
ト

子
ど
も
の
虐
待
は
、
現
代
社
会
に

お
け
る
最
も
深
刻
な
社
会
病
理
の

一

つ
で
あ
る
。
世
界
保
健
機
関
に
よ
れ

ば
、
毎
年
４
万
人
以
上
の
１８
歳
未
満

の
子
ど
も
が
、
身
体
的

。
心
理
的

。

性
的
虐
待
及
び
ネ
グ
レ
ク
ト
が
原
因

で
死
亡
し
、
２
～
４
歳
の
３
億
人
の

子
ど
も
た
ち
が
、
両
親
や
養
育
者
か

ら
の
身
体
的

。
心
理
的
暴
力
に
苦
し

ん
で
い
る
。

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
身
体

的

・
精
神
的
発
達
が
阻
害
さ
れ
、
深

刻
な
影
響
が
長
期
間
に
わ
た

っ
て
続

く
こ
と
か
ら
、
そ
の
社
会
的

コ
ス
ト

は
計
り
知
れ
な

い
。
２
０
１
９
年
に

↓
Ｆ

ｒ
曽
８
一
”
３

Ｆ

国
８
一諄

に
掲

載
さ
れ
た

〓
”
丼

＞
・
ω
陛
お
氏
他
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
児
童
虐
待
に
よ
る

年
間
医
療
費

の
総
額
だ
け

で
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
５
８
１
０
億
ド
ル
、

北
米
で
は
７
４
８
０
億
ド
ル
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

日
本
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。

図
は
、
２
０
０
９
～
２
０
２
０
年
ま

で
の
児
童
相
談
所
（以
下
、
児
相
）
で

の
虐
待
相
談
の
内
容
別
件
数
の
推
移

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
、
過

去
１１
年
間
で
、
身
体
的
虐
待
が
１
万

７
３
７
１
件
か
ら
５
万
３５
件

へ
約
３

倍
、
不ヽ
グ
レ
ク
ト
が
１
万
５
１
８
５

件
か
ら
３
万
１
４
３
０
件

へ
約
２

倍
、
心
理
的
虐
待
が
１
万
３
０
５
件

か
ら
１２
万
１
３
３
４
件

へ
約
１２
倍
、

性
的
虐
待
が
１
３
５
０
件
か
ら
２
２

４
５
件

へ
約
２
倍
と
、
い
ず
れ
も
急

増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
２
０

１
４
年

に

Ｏ
Ｅ
や
８

営
無
К
８
多

曽
コ
いの
２

”
Ｑ
】①
ｌ
に
掲
載
さ
れ
た

和
田

一
郎
氏
と
五
十
嵐
中
氏
に
よ
る

研
究
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
に
お
け

る
虐
待
の
社
会
的
コ
ス
ト
は
、
２
０

１
２
年
単
年
で
少
な
く
見
積
も

っ
て

も
１
・６
兆
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

２
．
地
域
の
失
業
率
が
虐
待

に
与
え
る
影
響

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
リ
ス
ク
要

因
の
な
か
で
、
家
計
の
社
会
経
済
状

況
に
着
目
し
た
研
究
で
は
、
貧
困
な

家
庭
で
失
業
中
の
親
と
暮
ら
す
子
ど

も
が
、
身
体
的
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト

に
晒
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い

う
、
概
ね

一
致
し
た
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
昨
今
の
悲
劇
的

な
ケ
ー
ス
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

個
々
の
家
庭
の
状
況
は
、
地
方
自
治

体
や
児
相
等
、
虐
待
対
策
を
担
う
当

局
に
よ
る
把
握
が
難
し
く
、
対
応
が

後
手
に
回
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
、
失
業
率
や
景
気
等

マ
ク
ロ

の
経
済
指
標
に
つ
い
て
は
、
当
局
で

も
比
較
的
容
易
に
捕
捉
可
能
で
あ

り
、
ま
た
、
個
々
の
家
計
が
居
住
地

域
に
お
け
る
マ
ク
ロ
の
経
済
状
況
に

影
響
を
受
け
る
可
能
性
は
高
い
。
し

た
が

っ
て
、
例
え
ば
、
失
業
率
と
児

童
虐
待
の
発
生
率
と
の
間
に
統
計
学

的
に
有
意
な
相
関
が
あ
れ
ば
、
地
域

経
済
の
悪
化
に
伴
い
、
虐
待
防
止
策

を
柔
軟
に
強
化
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
で

は
、
失
業
率
と
児
童
虐
待
の
関
係
は

ど
う
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
そ
の

一
例
と
し
て
、
筆
者

を
代
表
と
す
る
厚
生
労
働
科
学
研
究

費
補
助
金

（
２
０
１
９
～
２
０
２
１

年
度
）
で
行

っ
た
研
究
結
果
の

一
部

（〇
寿
”
ヨ
”
“他
、　
ｏ
コ
一一０
＞
σ
ｃ
∽
①
”

Ｚ
８
一①
，

２
０
２
２
年
２
月
公
刊
）

を
紹
介
し
よ
う
。

本
研
究
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
公

表
し
て
い
る

『福
祉
行
政
報
告
例
』

や

『人
口
動
態
調
査
（死
亡
票
と

等

の
個
票
を
集
計
し
た
都
道
府
県
別

デ
ー
タ
（２
０
０
５
～
２
０
１
６
年
）

を
用
い
、
地
域
の
失
業
率
が
、
１８
歳

以
下
の
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
の
報

告
件
数
、
及
び
、
Ｈｏ
）
８

（疾
病
、
傷

害
及
び
死
因
の
統
計
分
類
）
で
特
定

さ
れ
た
外
因

。
内
因
に
よ
る
死
亡
数

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
推
定
を

行

っ
た
。

分
析
の
結
果
、
例
え
ば
、
地
域
の
失

業
率
が
２
％
か
ら
３
％
へ
と
５０
％
上

昇
し
た
と
す
る
と
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の

報
告
件
数
が
子
ど
も
１０
万
人
当
た
り

５９

・
５
件
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か

っ

た
。
こ
れ
は
、
分
析
対
象
期
間
に
お

け
る
、
ネ
グ
レ
ク
ト
の
報
告
件
数
の

２０

　

　

９０

，

　

６０

相
談
件
数

平
均
値
が
子
ど
も
１０
万
人
当
た
り

７５

。
１
件
な
の
で
、
当
該
失
業
率
の

上
昇
に
よ
り
、
そ
れ
が
１
３
４

・
６

件
ま
で
増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

同
様
に
、
失
業
率
が
５０
％
上
昇
し

た
場
合
、
子
ど
も
１０
万
人
当
た
り
の

死
亡
数
に
つ
い
て
は
、
総
死
亡
数
で

約
２
・７
人
、
外
因
死
全
体
が
約
１
・

４
人
、
そ
の
う
ち
不
慮
の
事
故
と
不

慮
の
溺
死
が
そ
れ
ぞ
れ
約

１

・
３
人
と
約
０

。
３
人

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
各

死
因
の
全
国
平
均
値
か
ら

す
る
と
、
当
該
失
業
率
の

上
昇
に
よ
り
、
子
ど
も
１０

万
人
当
た
り
の
総
死
亡
数

が
約
３
・９
人
か
ら
約
６
・

６
人
、
外
因
死
全
体
が
約

１
人
か
ら
約
２

・
４
人
、

不
慮
の
事
故
が
約
０

。
６

人
か
ら
約
１

・
９
人
、
不

慮
の
溺
死
が
約
０

。
１
人

か
ら
約
０

・
４
人
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
増
え
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
は
、

失
業
率
等
に
代
表
さ
れ
る

地
域
の
マ
ク
ロ
経
済
指
標

が
、
当
局
が
着
目
す
べ
き

子
ど
も
の
虐
待
の
先
決
指
数
の

一
つ

と
な
り
得
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

３
．
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
対
策

失
業
率
と
虐
待
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の

一
つ
と
し
て
、
不ヽ
グ
レ
ク
ト
の
リ

ス
ク
要
因
で
あ
る
親
の
ス
ト
レ
ス
レ

ベ
ル
が
、
居
住
地
域
で
の
マ
ク
ロ
経

済
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
上
昇
す
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
で
は
、
短

時
間
就
労
者
等
が
給
付
対
象
と
な

っ

て
お
ら
ず
、
失
業
給
付

の
適
用
率

が
、
他
の
先
進
国
の
３
分
の
１
程
度

に
留
ま

っ
て
い
る
こ
と

（＞
∽の
う
ぢ

”

コ
”
ヨ
一Ｆ

お
お

Ｆ
９

、
ま
た
、
失

業
率
の
上
昇
が
、
女
性
に
よ
る
児
童

虐
待
の
報
告
件
数
を
増
加
さ
せ
る
傾

向

に
あ
る
こ
と

６
】Ｆ
薫
”
他
、
前

掲
）
等
か
ら
、
と
り
わ
け
、

マ
ク
ロ

経
済
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
や
す

い
非
正
規
労
働
者
や
女
性
の
失
業
に

対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
が
デ
ま

く
機
能
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

つ
ま
り
、
ン」
う
し
た
人
々
が
、
様
々

な
社
会
サ
ー
ビ
ス
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

て
し
ま

っ
た
結
果
、
致
命
的
な
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
し
ま
い
、
ネ
グ
レ
ク

卜
に
起
因
す
る
不
慮
の
事
故

・
溺
死

等
の
発
生
確
率
が
高
ま
る
傾
向
に
あ

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
失
業
手
当
の
適

用
範
囲
の
拡
大
も
ま
た
、
虐
待
の
社

会
的
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
の
施

策
の

一
つ
と
な
り
得
る
。

ま
た
、
例
え
ば
今
回
の
〇
〇
く
∪

‐８

の
感
染
拡
大
等
、
何
ら
か
の
外

的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
地
域
経
済

が
極
度
に
悪
化
す
る
よ
う
な
場
合
、

保
育
所

。
幼
稚
園

。
学
校
等
関
連
機

関
と
の
連
携
強
化
、
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
や
配
置
の
見
直
し
、
失
業
し
た
親

が
仕
事
を
探
す
間
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
対
す
る
補
助
金
交
付
等
、

当
局
の
柔
軟
な
対
応
が
、
虐
待
の
早

期
発
見
と
予
防
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
な
い
。

子
ど
も
の
虐
待
は

「家
庭
」
と
い

う
閉
鎖
空
間
で
の
発
生
確
率
が
高

く
、
虐
待
件
数
や
社
会
的
コ
ス
ト
は

い
ず
れ
も
過
少
推
計
と
な

っ
て
い
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
幸
福
と
安
寧
、
そ
し
て
将

来
に
お
け
る
社
会
経
済
全
体
の
厚
生

の
た
め
に
も
、
虐
待
発
生
の
複
雑
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
早
期

発
見
や
予
防
の
た
め
の
措
置
を

一
刻

も
早
く
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図 :児童相談所での虐待相談の内容別件数の推移 (2009～ 2020年 )
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出所 :厚生労働省(2020)『令和2年度児童相談所での児童虐待相談対応件数』
https//www mhlw gojp/content/000863297 pdf(ア クセスロ :2022年 3月 18日 )
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